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特集「大学、神学校の移転」

　　
　

ローノーク大学での南部一致ｼﾉｯﾄ゙ 総会(1886)

St.John Lutheran Church
Charleston , SC

日
本
ル
ー
テ
ル
神
学
大
学
・

　
　
　
　
　
神
学
校
の
三
鷹
移
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
善
義
和

戦
後
再
開
か
ら
大
学
認
可
へ

　

１
９
２
５
年
に
中
野
の
鷺
宮
に
移

転
、
日
本
ル
ー
テ
ル
神
学
専
門
学
校

の
と
な
っ
て
い
た
校
地
、
校
舎
は
、

第
二
次
大
戦
中
の
諸
教
派
合
同
に
よ

る
日
本
基
督
教
団
の
成
立
に
伴
っ
て
、

合
同
の
神
学
校
の
ひ
と
つ
と
し
て
戦

後
も
暫
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。
戦
後

暫
く
の
ル
ー
テ
ル
教
会
神
学
生
も
そ

こ
で
教
育
を
受
け
て
い
た
が
、
や
が

て
ル
ー
テ
ル
教
会
に
返
却
さ
れ
、
学

校
と
し
て
の
な
ん
の
認
定
も
な
い
ま

ま
日
本
ル
ー
テ
ル
神
学
校
（
教
養

科
２
年
、
本
科
３
年
）
と
し
て
ル
ー

テ
ル
教
会
の
牧
師
養
成
を
始
め
た
の

だ
っ
た
。

　

東
京
都
か
ら
各
種

学
校
の
認
定
を
受

け
、
学
校
法
人
と

な
っ
た
の
は
１
９
５

４
年
の
こ
と
だ
っ

た
。
私
は
そ
の
年
に

大
学
卒
と
し
て
本
科

一
年
に
入
学
し
た
の

だ
っ
た
。
こ
の
経
過

の
中
で
神
学
校
理
事

会
は
早
い
機
会
に
戦

後
の
学
制
に
即
し
た

大
学
の
認
定
を
目
指

し
て
い
た
と
い
う

が
、
文
部
省
と
の
長

い
折
衝
の
末
、
漸
く

１
９
６
４
年
４
月

か
ら
神
学
大
学
（
４

年
制
）
の
認
可
を
得

た
の
で
あ
る
。
し
か

し
こ
れ
に
は
ひ
と
つ
の
条
件
が
付
い

て
い
た
。
校
地
、
校
舎
と
も
数
年
の

内
に
大
学
設
置
基
準
に
適
う
こ
と
と

い
う
条
件
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
に
は
間
垣
洋
助
教
授（
当

時
）
が
主
と
し
て
文
部
省
と
の
折
衝

に
当
た
り
、
必
要
な
膨
大
な
書
類
の

作
成
に
は
事
務
の
森
川
夫
妻
が
当
た

ら
れ
た
と
後
に
聞
い
た
。（
私
は
こ
の

神
学
大
学
開
校
と
共
に
、
専
任
講
師

と
し
て
１
９
６
４
年
に
赴
任
し
た
の

だ
っ
た
）。

新
し
い
校
地
、
校
舎
な
ど
の
計
画

　

理
事
会
は
そ
の
た
め
に
協
議
を
重

ね
た
が
、
丁
度
そ
の
頃
国
際
基
督
教

大
学
が
そ
の
広
大
な
敷
地
の
一
角
に

諸
派
の
神
学
校
を
招
き
た
い
と
い
う

意
向
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
東
京
神

学
大
学
に
続
い
て
ル
ー
テ
ル
神
学
大

学
も
現
在
地
の
譲
渡
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
っ
た
。
理
事
会
は
早

速
新
校
舎
建
設
の
た
め
の
建
築
委
員

会
を
指
名
し
、
私
も
専
任
教
員
の
若

手
の
一
人
と
し
て
（
ま
た
工
学
部
土

木
工
学
科
卒
を
見
込
ま
れ
て
か
）、
こ

の
委
員
会
の
末
席
に
連
な
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

設
計
者
の
決
定
は
村
井
資
長
氏
の

早
稲
田
大
学
に
お
け
る
経
験
を
背
景

に
し
た
推
薦
が
あ
っ
て
、
著
名
な
村

野
藤
吾
氏
に
決
ま
っ
た
が
、
同
氏
は

神
学
大
学
の
建
築
計
画
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
洞
察
あ
る
助
言
を
求
め
ら

れ
た
。
こ
れ
に
関
わ
る
教
会
間
の
協

議
に
逸
早
く
応
じ
た
ア
メ
リ
カ
の

ル
ー
テ
ル
教
会
は
教
会
建
築
を
専
門

と
す
る
建
築
家
ソ
ヴ
ィ
ッ
ク
氏
を
計

画
顧
問
と
し
て
送
っ
た
の
で
、
村
野

氏
は
同
氏
と
共
に
京
都
、
伊
勢
な
ど

の
日
本
の
宗
教
建
築
を
見
て
回
り
、

ソ
ヴ
ィ
ク
氏
は
滞
日
の
終
わ
り
に
、

大
学
理
事
会
と
村
野
氏
の
た
め
に
、

自
ら
の
考
え
を
講
演
し
、そ
れ
を
『
神

の
民
の
家
』（
竣
工
時
に
新
書
版
と
し

て
出
版
）
と
い
う
文
書
に
ま
と
め
た
。

チ
ャ
ペ
ル
を
中
心
と
す
る
全
体
計
画

の
基
本
理
念
の
提
示
だ
っ
た
。「
神
の

家
」
で
は
な
く
て
、「
神
の
民
の
家
」

で
あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
チ
ャ
ペ

ル
を
中
心
と
し
て
建
物
全
体
が
そ
の

方
向
に
向
け
て
計
画
さ
れ
る
こ
と
が

大
切
だ
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

鷺宮の日本ルーテル神学校
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こ
う
し
て
村
野
氏
は
チ
ャ
ペ
ル
を

中
心
に
本
館
、
図
書
館
、
寄
宿
舎
を
配

し
た
総
合
計
画
を
具
体
化
し
、
特
に

チ
ャ
ペ
ル
本
体
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て

は
一
石
の
配
置
に
至
る
ま
で
現
場
で
指

示
を
与
え
て
、
こ
れ
を
１
９
６
９
年
９

月
に
完
成
に
至
ら
せ
た
の
だ
っ
た
。
当

時
の
著
名
な
建
築
雑
誌
数
誌
は
こ

ぞ
っ
て
特
集
を
組
ん
で
、
村
野
氏
の
設

計
に
よ
る
こ
の
小
さ
な
キ
リ
ス
ト
教
系

大
学
の
総
合
計
画
の
理
念
と
実
際
を
紹

介
し
た
の
だ
っ
た
。

鷺
宮
か
ら
の
移
転

　

鷺
宮
か
ら
の
移
転
は
、
そ
の
土
地
の

売
却
先
へ
の
引
き
渡
し
の
期
限
も
あ
っ

て
、
完
成
よ
り
早
く
、
１
９
６
９
年
春

に
行
わ
れ
、
夏
ま
で
は
事
務
も
授
業
も

校
地
の
一
角
に
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を
建
て

て
対
応
し
た
の
だ
っ
た
。
折
し
も
学
生

紛
争
が
盛
ん
な
頃
、
本
学
で
も
そ
れ
ぞ

れ
の
学
生
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
主

張
を
掲
げ
た
抗
議
や
教
室
封
鎖
な
ど
も

起
こ
っ
た
が
、
あ
る
程
度
ま
で
教
員
と

の
対
話
も
あ
っ
て
、
69
年
の
終
わ
り
頃

か
ら
通
常
の
状
態
の
中
で
大
学
の
日
々

が
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
幸
い

だ
っ
た
が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
大
学

を
去
っ
た
数
人
が
い
た
の
は
残
念
な
こ

と
だ
っ
た
。
事
実
主
張
を
掲
げ
て
教
授

会
と
対
立
の
立
場
に
あ
っ
た
学
生
た

ち
ま
で
が
、
実
際
の
移
転
に
当
た
っ
て

は
全
面
的
に
協
力
し
た
の
だ
っ
た
か

ら
、
そ
の
流
れ
は
後
に
な
っ
て
当
人
諸

氏
に
も
私
た
ち
に
も
互
い
に
分
か
り

合
え
る
も
の
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。神
大
卒
と
な
っ
た
学
生
た
ち
は
、

以
前
か
ら
の
各
種
学
校
神
学
校
で
牧

師
と
な
る
教
育
と
訓
練
に
励
む
こ
と

に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
て
定
員
に
比
べ
れ
ば
遥
か

に
少
な
い
数
の
神
学
生
た
ち
の
、
牧
師

へ
の
歩
み
が
新
し
い
校
舎
、
校
地
で
曲

が
り
な
り
に
も
始
ま
っ
て
い
っ
た
の

だ
っ
た
。
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今
か
ら
92
年
前
の
１
９
２
５
年
に

神
学
校
が
熊
本
か
ら
東
京
の
鷺
宮
に

移
転
し
た
。
す
で
に
１
９
１
１ (
明
治

44) 

年
に
九
州
学
院
の
神
学
部
と
し
て

創
設
さ
れ
て
か
ら
14
年
の
歳
月
が
流

れ
て
い
た
。

　

こ
の
東
京
移
転
に
乗
り
出
し
た
背

後
に
は
１
９
１
６
大
正
５)

年
か
ら
半

年
以
上
に
わ
た
っ
て
九
州
学
院
財
団
、

宣
教
師
会
、
ボ
ー
ド
と
の
間
で
議
論
に

な
っ
て
い
た
「
神
学
校
の
分
離
・
独
立
」

に
終
止
符
を
打
つ
事
情
が
あ
っ
た
。

　
「
神
学
校
の
分
離
・
独
立
」
を
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
背
後
に

は
、
神
学
教
授
内
容
の
改
善
、
神
学
生

の
素
質
の
向
上
と
共
に
、
教
育
施
設
と

し
て
の
学
院
の
発
展
と
拡
大
に
全
力

を
傾
注
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
九
州

学
院
財
団
・
学
校
責
任
者
と
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
と
し
て
の
学
院
に
よ
る
伝

道
と
日
本
人
教
職
養
成
の
使
命
を
強

く
抱
く
宣
教
師
会
側
と
の
間
に
緊
張

と
不
協
和
音
が
潜
在
的
に
あ
っ
た
と

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

九
州
学
院
の
直
接
的
経
営･

管
理

か
ら
神
学
校
を
分
離
・
独
立
す
る
機

構
改
革
実
現
に
向
け
て
の
端
緒
を
開

い
た
の
は
１
９
１
６
年
８
月
30
日
よ
り

９
月
２
日
の
間
、
軽
井
沢
に
て
開
か
れ

た
第
６
回
在
日
宣
教
師
共
同
会
議
で

あ
る
。
そ
こ
で
神
学
校
の
機
構
改
革
と

し
て
、
次
の
よ
う
に
決
議
さ
れ
た
。

　
「
①
熊
本
に
あ
る
神
学
校
の
組
織
を

関
係
す
る
ボ
ー
ド
の
管
轄
下
に
置
く
。

②
関
係
す
る
ボ
ー
ド
が
各
々
一
名
を
選

出
し
、
代
表
と
し
て
神
学
校
に
派
遣
す

る
。③
神
学
校
の
経
費
は
、三
つ
の
ボ
ー

ド
が
均
等
に
負
担
す
る
。」（
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｍ

1916.8.20 )

　

こ
の
議
決
内
容
に
は
、
分
離
と
い
う

言
葉
は
明
確
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

「
熊
本
の
神
学
校
の
組
織
を
関
係
す
る

ボ
ー
ド
の
管
轄
下
に
置
く
」
と
い
う
言

葉
の
中
に
は
、
煎
じ
詰
め
れ
ば
、
九
州

学
院
の
直
接
的
経
営･

管
理
か
ら
教
職

養
成
を
主
た
る
目
的
と
す
る
神
学
校

を
独
立
さ
せ
、
海
外
ボ
ー
ド
の
管
理
下

に
分
離
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た

と
言
え
る
。

　

翌
年
の
１
９
１
７
年
12
月
４
日
、
名

古
屋
教
会
に
開
か
れ
た
第
６
回
在
日

宣
教
師
会
共
同
会
議
は
九
州
学
院
か

ら
神
学
校
を
分
離
・
独
立
さ
せ
る
た
め

の
検
討
委
員
会
、通
称
「
三
人
委
員
会
」

を
指
名
し
、
中
学
校
と
併
設
さ
れ
て
い

る
他
教
派
の
神
学
校
を
調
査
す
る
こ

と
と
し
た
。

　

指
名
さ
れ
た
Ｅ・Ｔ・
ホ
ー
ル
ン
、Ａ・

Ｊ
・
ス
タ
イ
ワ
ル
ト
、Ｊ
・Ｐ・
ネ
ル
セ

ン
は
半
年
以
上
か
け
て
、
中
学
校
と
併

設
さ
れ
て
い
る
神
学
校
を
持
つ
関
西

学
院
、青
山
学
院
、同
志
社
、明
治
学
院
、

東
北
学
院
の
学
院
長
と
の
間
で
文
書

に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
神
学

校
分
離
案
を
つ
ぎ
の
四
項
目
に
ま
と

め
て
、
１
９
１
８
年
８
月
20
日
に
軽
井

沢
で
開
か
れ
た
第
８
回
在
日
宣
教
師

共
同
会
議
に
提
案
し
た
。

　
「
①
分
離
し
た
神
学
校
を
九
州
の

地
に
置
く
こ
と
に
委
員
会
全
員
は
賛

成
す
る
。②
神
学
校
が
九
州
学
院
の
一

部
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
賛
成
す

る
。③
中
学
部
と
神
学
部
が
分
離
し
た

後
、
神
学
校
を
設
置
す
る
。④
神
学
校

の
場
所
は
、
熊
本
か
、
そ
れ
と
も
福

岡
の
ど
ち
ら
か
と
す
る
。」（
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｍ

1918.8.20-26

）

　

こ
の
④
の
提
案
で
あ
る
分
離
し
た

後
の
「
神
学
校
の
場
所
は
、
熊
本
か
、

そ
れ
と
も
福
岡
の
ど
ち
ら
か
と
す
る
」

に
関
し
て
は
、
議
場
で
、
委
員
で
あ
る

ホ
ー
ル
ン
か
ら
「
神
学
校
の
場
所
を
福

岡
と
す
る
」
と
の
修
正
動
議
案
が
出
さ

れ
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
、
分
離
す
る
神
学
校
は
組

織
上
は
九
州
学
院
の
一
部
と
し
て
存
続

す
る
が
、
設
置
場
所
は
福
岡
と
す
る
こ

と
で
、
こ
の
時
点
で
の
一
応
の
方
向
性

を
宣
教
師
会
は
確
認
し
た
。

　

同
年
10
月
20
日
か
ら
25
日
、４
日
間
、

佐
賀
教
会
で
第
22
回
年
会
が
開
催
さ

れ
た
。
出
席
議
員
は
総
勢
32
名
。
日
本

人
教
職
17
名
、
宣
教
師
７
名(

夫
人
除

く)

、
準
議
員
８
名(

補
助
伝
道
師
、

婦
人
伝
道
師
な
ど)

で
あ
る
。
そ
こ
で

「
神
学
校
移
転
問
題
」
が
正
式
に
報
告

さ
れ
、
質
疑・意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

移
転
場
所
に
関
し
て
、
そ
の
年
会

で
は
日
本
人
教
職
の
間
か
ら
多
様
な

意
見
が
発
生
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
希

望
的
観
測
の
中
で
の
意
見
で
し
か
な

か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
宣
教
師
会
の
協

議
と
ボ
ー
ド
の
承
諾
を
得
る
こ
と
な

し
に
は
、
い
か
な
る
日
本
で
の
教
会

資
産
の
取
得
は

可
能
で
は
な

か
っ
た
た
め
、
年

会
は
日
本
の
教

会
資
産
の
管
理

と
取
得
に
つ
い

て
決
定
権
を
有

し
て
い
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

　
「
神
学
校
移
転
」

に
関
す
る
場
所
の

選
定
を
最
終
的

に
決
着
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の

は
１
９
２
１
年

の
秋
に
入
っ
て

か
ら
で
あ
る
。

９
月
12
日
か
ら

15
日
に
か
け
て
、

教
役
者
修
養
会

に
引
き
続
き
、
兵
庫
県
有
馬
の
ユ
ニ
オ

ン
教
会
で
行
わ
れ
た
第
２
回
総
会
に

お
い
て
、
財
産
の
決
定
権
を
持
つ
「
宣

教
師
会
」
に
お
い
て
、
そ
の
協
議
が
先

ず
な
さ
れ
た
。Ｃ・Ｋ・
リ
ッ
パ
ー
ド
に

よ
り
、「
神
学
校
位
置
調
査
委
員
会
」

報
告
と
し
て
、
他
教
派
に
よ
る
神
学
校

の
情
況
に
関
す
る
補
足
的
説
明
と
共

に
、「
場
所
を
検
討
し
た
結
果
、
九
州

よ
り
も
本
州
が
一
番
適
当
で
あ
り
、
そ

の
中
で
川
崎
ま
た
は
東
京
が
候
補
場

所
と
し
て
相
応
し
い
と
判
断
す
る
。」

と
の
提
案
が
行
わ
れ
た(

Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｍ

1921.9.12-15)

。

神
学
校
の
東
京
移
転(

熊
本
か
ら
東
京
・
鷺
宮
）

青
田
　
勇
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こ
の
委
員
会
の
提
案
を
受
け
て
、

「
宣
教
師
会
」
は
、
最
終
日
の
15
日
午

前
中
、「
神
学
校
の
移
転
場
所
を
将
来

は
東
京
と
定
め
、
移
転
の
た
め
の
敷

地
を
東
京
に
購
入
す
る
」
と
の
決
議

を
採
択
し
、
す
ぐ
に
「
年
会
」
に
報

告
し
、
神
学
校
の
「
東
京
移
転
」
計

画
は
こ
こ
に
最
終
的
に
決
着
し
た
。

　

秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
１
９
２

４(

大
正
13)

年
10
月
上
旬
、
神
学
部

を
直
接
的
に
管
理
・
運
営
す
る
九
州

学
院
財
団
理
事
会
は
東
京
で
会
合
し
、

東
京
郊
外
に
神
学
校
用
地
を
購
入
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
場
所
は
、

当
時
の
地
名
に
従
う
と
、
東
京
府
下

豊
多
摩
郡
野
方
町
下
鷺
宮
９
２
１
、

敷
地
面
積
は
２
６
０
０
坪
で
あ
る
。

　

そ
こ
は
東
京
の
都
心
か
ら
あ
ま
り

遠
く
な
い
、
武
蔵
野
特
有
の
丘
陵
地

帯
で
、
櫟(

く
ぬ
ぎ)

の
叢
林(

そ
う

り
ん)

と
大
根
畑
の
中
に
農
家
が
わ

ず
か
に
点
在
す
る
土
地
で
あ
っ
た
。

校
地
と
な
る
敷
地
の
購
入
経
費
の
４

万
６
千
円
は
ボ
ー
ド
か
ら
支
援
金
で

賄
い
、
九
州
学
院
財
団
の
名
義
で
登

記
さ
れ
た
。

　

翌
年
の
１
９
２
５(

大
正
14)

年
春

か
ら
建
築
工
事
が
始
ま
り
、
８
月
ま

で
に
32
名
の
神
学
生
を
収
容
で
き
る

二
階
建
て
の
大
き
な
寄
宿
舎
一
棟
と

四
件
の
教
師
住
宅
が
５
万
５
千
円
の

費
用
で
ほ
ぼ
完
成
し
た
。
な
お
、
そ

の
内
の
約
１
千
円
は
日
本
の
教
会
か

ら
の
献
金
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外

の
資
金
は
ボ
ー
ド
か
ら
の
支
援
金
に

依
っ
た
。

　

同
年
６
月
17
日
、
熊
本
で
の
送
別

会
が
行
わ
れ
、
そ
の
翌
日
の
18
日
、

完
成
し
て
間
も
な
い
ブ
ラ
ウ
ン
・
メ

モ
リ
ア
ル
・
チ
ャ
ペ
ル
で
九
州
学
院

神
学
部
の
最
後
の
卒
業
式
が
挙
行
さ

れ
、
直
ち
に
設
備
品
、
諸
道
具
、
図

書
の
搬
出
作
業
に
取
り
か
か
っ
た
。

　

東
京
に
移
転
し
た
教
授
は
ネ
ル
セ

ン
校
長
、Ｊ
・Ｋ
・
リ
ン
、
三
浦
豕
、

佐
藤
繁
彦
、
浅
地
昇
の
教
授
５
名
。

神
学
生
は
本
科
２
年
の
福
山
猛
、
本

科
１
年
生
の
川
桐
新
一
、
松
岡
幹
三
、

予
科
２
年
生
の
山
内
六
郎
、
高
瀬
義

正
、
坂
井
賢
男
、
青
山
四
郎
、
予
科

１
年
生
の
内
海
季
秋
、
武
藤
稔
の
９

名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
神
学
生
は
、

敷
地
の
西
側
に
新
築
さ
れ
た
寄
宿
舎

に
入
っ
た
。
３
名
の
日
本
人
教
授
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ル
ー
サ
ー
リ
ー

グ(

青
年
連
盟)

が
献
金
し
た
５
千

６
０
０
ド
ル
を
資
金
と
し
て
、
８
月

に
新
築
さ
れ
た
教
師
住
宅
に
落
ち
つ

い
た
。
ネ
ル
セ
ン
と
リ
ン
は
敷
地
地

内
に
宣
教
師
館
が
完
成
す
る
ま
で
、

阿
佐
ヶ
谷
駅
の
北
側
、
阿
佐
ヶ
谷
町

４
８
７
番
地
の
借
家
に
約
二
ヶ
月
ほ

ど
仮
寓
し
た
。

▲建築前の鷺宮の敷地

現在の鷺宮周辺（Google)▶
中央のマンション（白鷺ハイム）の敷地が

ルーテル神学校の校地であった

　

同
年
９
月
10
日
午
後
３
時
か
ら
神

学
校
の
仮
校
舎
献
堂
式
が
82
名
の
参

列
者
を
得
て
、
挙
行
さ
れ
た
。

 　

補
足
と
し
て
加
え
れ
ば
、
か
ね
て

よ
り
文
部
省
に
申
請
し
て
い
た
神
学

部
の
名
称
と
学
則
の
変
更
が
１
９
２

６(

昭
和
元)

年
３
月
31
日
付
で
正
式

に
認
可
さ
れ
、正
式
名
が
「
日
本
ル
ー

テ
ル
神
学
専
門
学
校
」
と
な
っ
た
。
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神学校寄宿舎・校長住宅

神学校教授住宅 1926



        日本ルーテル神学大学(神学校)の三鷹移転の経緯
理事会。ICU(国際基督教大学)がキリスト教教育センターの神学科設置として、日本ルーテル神学校、東京神
学大学、聖公会神学院に呼びかけ、土地提供の用意があることが岸校長より報告。

1963年6月7日

1963年7月28日 移転調査委員会報告。ICU校地の分譲に応じることを妥当と判断する。
理事会。移転調査委員会報告の報告及び卒業生のアンケートを参酌し、移転を決定し、早急に一万坪程度の
土地を購入することを決議。併せて、「移転後の鷺宮の土地建物は歴史的記念の土地であるので、JELCの適
当なる教育施設のために使用することを希望する」との決議を行う。

1963年8月16日

文部大臣より大学設置認可を受け、4月から4年生大学となる。名称も「学校法人日本ルーテル神学大学」に
変更。

1964年1月25日

1964年5月23日

第一回移転調査研究委員会報告。委員10名で構成。教会側から田坂惇巳、ソーレンソン、浜田光行、石居正
己、三浦義和、理事会から本田伝喜、岸千年、ハドル、川西誠、山内六郎。大学及び大学院の設置基準によ
り、土地は8千坪から1万坪のこと。価格は3万円6千円位。まだ折衝の余地があり、神太の申し入れは2万5千
円～3万円。ICU交渉委員委員5名を定め、委員長・本田、岸、浜田、ハドル、ソーレンソンとする。移転報告
書作成委員をハドル、石居、三浦義和、ソーレンソンとし、全教会、支援団体に周知する報告書を作成す
る。海外支援教会のボードに事業計画5億5千420万円の申請報告を作成(土地2億1千万円、建築3億4千420万
円)。

1966年1月31日

建物移転計画実施委員会の下に小委員会(山内六郎、Ｅ．Ｈ．チューズ、牛丸省吾郎)を設置し、大阪教会員・
建築家辛木貞夫氏、市川教会員・建築家稲富昭氏、飯田教会員・建築雑誌「近代建築」社長片桐軍氏から建
築全般、設計担当者、施工会社の選定について意見を受ける。小委員会は経歴、業績、人柄から次の三氏を
設計担当候補者として推薦する。村野藤吾、谷口吉郎、大江　浩。米国ルーテル教会の建築家ソヴィックを
コンサルタント・アドバイザーとして招請する。

1966年5月1日

理事会。以下の内容を承認する。①ICU構内に移転する。②土地はICUの敷地7,000坪を譲受ける。③土地の価
格は坪当たり3万円、他に坪当たり3万円寄付として計2億8千万円とする。この資金はLCA、ALC、ミッズリー
シノッド・ジャパンミッションの三つより援助を受ける。④資金調達方法は現在の大学敷地を売却してこれに
充てる。但し、資金に余裕のあるときは現在の建物を記念として保存する。⑤大学の基本金を設定する。⑥
大学の移転については理事会が責任をもつ。

10月5日

1968年3月1日 理事会。ドイツ福音ルーテル教会連盟(EKD)の援助金5,000万円が約束される。
1968年7月24日

9月10日
9月24日
11月13日
11月20日

12月

1月31日
3月24日

1966年6月15日

ICUへの土地移転に関する報告を日本福音ルーテル教会の第二回総会(日本基督教団淀橋教会)で行い、承認を
得る。

1966年5月3日

日本福音ルーテル教会の第三予算に日本ルーテル神学大学の土地取得支援金として、2億8千万円がアメリカ
教会(LCA,ALC,LCMS)から送金される。

理事会。「移転に関して、ドイツのルーテル教会からの援助を申請する。①土地7,000坪はICUから購入済み。
②建築(大学本館、寮、教授住宅)費及び関係諸費は約4億5,000万円の予定であり、その大部分は現在地(鷺宮)
の売却により捻出する。③上記総額4億5,000万円中、ドイツのルーテル教会より援助金として5,000万円を申
請する。その内訳は礼拝堂3,000万円、図書館2,000万円。」

ICUの構内への移転に関する契約書の調印(神大理事長・本田伝喜、ICU理事長・湯浅八郎で交わす)。

1966年度

1966年7月22日

3月27日

1969年1月20日

旧礼拝堂にて礼拝と卒業証書の授与、鷺宮での学校行事を終了。
図書の移転始まり、数日かけて、3万冊の図書を府中にあるALC所有の建物に一時保管のために搬送。

神学校卒業予定であった9名の学生の「宣言」が発表される。

理事会。大学院設置申請取り止めを決議する。
第一回神学生、抗議及び要求文提示し、神大紛争始まる。

土地売却支払い完了。土地7,000坪、土地代金2億8,000万円。

鹿島建設と本体工事契約を締結し、起工式を行う。
理事会。建築計画と工事業者・鹿島建設に決定。

三鷹用地に住宅の一部完成し、教員の第一陣移転開始。木造住宅の内、3戸完成、残りの3戸は2月に完成。
電気・暖房・給排水工事を契約。

住友商事と旧神学校敷地・鷺宮の土地譲渡契約を交わす。

1966年11月14日

白鷺2丁目848-7、旧青山邸宅143坪5を坪当たり15万円1千5百円で日本無縁工業株式会社に売却。1967年8月25日

日本福音ルーテル教会常議員会「日本ルーテル神学大学理事会報告」。「第二回総会で承認を得た神大理事
会の土地購入の契約と実行、建築計画促進ついて努力がなされている。村野籐吾氏に建築設計、管理を依頼
することを決定。」

3月27日
3月末

4月15日
4月30日
5月13日
5月20日
8月30日
10月12日
12月14日
12月15日

4月9日 9日から11日にかけて日本通運により鷺宮の本館の移転を完了。同時に礼拝堂を日吉教会に移転する作業開
文部省管轄の「学校法人日本ルーテル神学大学」となる。

落成感謝礼拝。
礼拝堂が完工し、引き渡し。

深夜にルター寮の移転を完了。
大学入生学式(大学1年4名、2年2名、3年2名、聴講1名)。
プレハブ教室他を使って授業を開始。
チャペルを残して本館(3,383.16㎡)がほぼ完成。
日吉教会に旧神学校チャペルを復元し、献堂式を行う。

住友商事へ旧神学校用地(鷺宮)を最終的に引き渡す。

譲渡された土地で「白鷺ハイム」の起工式が行われる。
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